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はじめに 

 

理科の授業に限らず研究授業においては、教師の発問の仕方から、子

どもの討論、教材にいたるまで、整理会での議論は多岐にわたる。この

ような議論の中で、よりよい授業を考えていくときに、ベテラン教師の

理科授業が参考になることが多い。その指導技術を何らかの形で、蓄積、

整理し、検索していくことができれば、理科を得意としていない教師に

も参考になると思われる。そこで、本研究では、理科を得意とする小学

校教師の理科授業を中心に、その指導技術を VTR に収めることを考えた。

そして、理科授業において、教師が必要としている場面を短く編集整理

し、それにかかわる指導案とともに検索し、視聴できる CD-ROM の開発を

行うことを目的とした。 

この目的のもと、小・中学校の先生方の協力を得て、授業をビデオに

収録していった。しかし、授業のよさをビデオカメラで追っていくこと

は難しく、その授業のよさを十分にビデオに収めることができないこと

も多かった。また、ビデオは、子どものプライバシー保護のために映像

加工を行っている。その際の編集のまずさも重なり、授業を実施してい

ただいた先生方の授業内容を十分に表現できなかったことを、お詫びし

たい。これらの改善については、５章であげた「今後の研究課題」で述

べている方法で改善し、研究を発展させていきたいと考えている。 

本 CD-ROM の内容は、特に、小学校で理科の授業をあまり得意として

いない先生方に参考にしていただきたいと思う。また、理科を得意とし

ている先生方には、よりよい授業の議論のためのたたき台として利用し

ていただければ幸いである。 

本報告書は、大きく２つの内容で構成している。一つは、教師の理科

授業場面についての意識調査であり、一つは、作成した理科授業に関す

る CD-ROM の内容および使用方法についてである。教師の理科授業場面の

意識調査については、３章で述べている。これは、ビデオ作成に当たっ

て、教師がどのような授業場面の指導を難しいと感じているかを明らか

にし、CD-ROM 作成の参考にすることを意図した。 
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理科授業の CD-ROM については、４章で述べている。利用にあたって

は、必ず４章を読んでいただきたいと思う。先に述べたように、本 CD-ROM

では子どものプライバシーの保護のために、コンピュータのハードディ

スク等へのコピーや CD-ROM の複製はできないようにしてある。直接

CD-ROM へアクセスする方法での利用をお願いしたい。また、教育関係者

以外への譲渡等はしないようにお願いしたい。 

本研究にあたっては、石川県内の小・中学校の先生方、ならびに先生

方で組織された研究会に大変お世話になったことを御礼申し上げたい。

今後も、５章で述べているように、理科授業をビデオに記録し、よりよ

い形で先生方に役立てていただけるように研究を発展させていきたいと

考えている。 
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１ 問題の所在 

 

（１）指導案に表現されない教師の学級経営 

 日本においては、学習指導要領による一定の基準に基づき、全国同じ

ような内容で理科授業が行われている。しかし、その中では、同じ内容

でありながらも、教師独自の教材の工夫や授業展開の工夫が行われてい

る。また、理科の授業に限らず、実際の授業においては、指導案などに

は十分に示されていない、日頃の教師の授業スタイルやクラスづくりが

大きく授業に影響している。 

たとえば、単元の途中であれば、授業開始とともに、今日の課題や学

習すべきことについて、教師が聞くまでもなく子どもが手をあげて授業

を始めるクラスがある。発表の仕方などについて、違う意見なのか付け

加えなのか、また、友達の発表について相槌をうつなど、コミュニケー

ションが円滑に行えるクラスがある。さらに、実験においてはどのよう

に協力し、相談してまとめるかなど、協力し合えるグループ作りが行わ

れているクラスがある。このようなクラスにおいては、授業における学

び方やコミュニケーション等が円滑に行えるような一つのルールが作ら

れ、時間的にも無駄のない授業展開が行われるように工夫されていると

いえる。 

以上のことは、指導案の中には十分に表現されない教師の日頃のクラ

スづくりや、子どもが学びやすいような授業スタイルの工夫であり、そ

れを反映した理科授業である。したがって、指導案に書かれている展開

や支援、評価のあり方をそのまま実施しても、他の教師のクラスにおい

ては、その通りにうまくいくとは限らない場合がある。 

 

（２）教師の教育観 

 学習指導要領においては、見通しあるいは目的意識をもった観察、実

験の重視が指摘されており 1)、子どもの主体的な問題解決活動が望まれ

ている。この主体的な問題解決においては、結果的な知識・理解だけで

なく、探究を通した科学的思考や観察・実験の技能なども重視されるこ



 3 

とになる。しかし、教師においては、結果的な知識・理解を重視するあ

まり、問題解決の過程を重視しない場合がある。このような考え方は、

子どもに対する教育観の影響も考えられる。極端にいえば、子どもは録

音機のように、説明さえすればそのまま知識を記憶できるという考え方

である。記憶できないのは、子どもに集中力がないためであり、学習態

度が悪いからといった考え方である。このような教育観においては、教

師は、自らが科学的な知識を豊富にもち、それをうまく解説していくと

いった教師中心の解説型の授業スタイルを形成しやすいと考えられる。 

 一方、このような教育観に対して、子どもは自ら知識構成をしていく

ことによって理解していくといった立場がある。この考え方にもとづく

場合、子どもが予めもっている知識がどのようなものかを考慮すること

になる。そして、それは必ずしも科学的な考え方と同じとは限らず、そ

の考えは観察や実験によって反証される場合がある。このような過程を

通して知識を付加したり再構成したりすることによって、理解していく

ということを考える。この立場に立つ教師においては、子どもの考えを

生かした授業展開を行い、教師が説明するというより、子どもが主体的

に考えていくといった授業を展開することになる。また、結果的な知識

だけではなく、知識を獲得していく方法の習得も考慮することになる。 

 以上のような教師の教育観や授業スタイルによって、子どもはどのよ

うな影響を受けるかについて、これまでの研究においては、小・中学校

の子どもを対象に調査を行ってきた 2)3)。調査は、質問紙調査で、理科に

おいて「多い授業場面－尐ない授業場面」、「好きな授業場面－嫌いな授

業場面」、「考えが深まる授業場面－深まらない授業場面」について問う

ものである。調査結果から、子どもの予想や話し合い、考察を行うとい

った学習場面の多いクラスにおいては、子どもはそのような学習場面が

好きであり、考えが深まると感じていた。そして、そのようなクラスで

は、子どもが課題を設定し、観察・実験の計画を立て、観察・実験を行

い、話し合いなどを通して考察していくといった順序で、考えが深まっ

ていくと感じていることが明らかになった。 

一方、教師が説明を行い、子どもはそれを記入するといった学習場面
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の多いクラスでは、子どもはそのような学習場面が好きであり、考えが

深まると感じていた。そして、そのようなクラスでは、教師が課題や観

察・実験の方法を説明し、子どもが観察・実験を行い、教師が説明して

まとめ、子どもがノートに記入するといった順序で、考えが深まってい

くと感じていることが明らかになった。これらの結果は、教師の指導ス

タイルが、そのまま子どもの学習意識に反映することを示すものである。 

 

（３）授業研究 

 各学校における授業研究においては、授業計画についての検討（授業

展開や教材に関する研究）、公開授業などによる授業実践、授業について

の整理会などが行われる。これらについて、授業計画や指導案などは印

刷物として残っている場合が多いが、実際の授業記録や整理会における

議論などは、わかりやすい形で残されるものは多くない。そのため、実

際に研究授業や整理会に参加した教師でなければ、授業計画や指導案な

どの問題点がわかりにくい。ともすると、同じような問題を抱えたまま、

授業研究が繰り返されることがある。 

 

（４）ベテラン教師の指導技術の伝承 

ベテランの教師においては、長年の経験や研究によって、子どもに対

する支援やクラスづくりなど参考になる点が多く見られる。これらのベ

テラン教師の指導技術は、ある程度年月を経なければ獲得できないわけ

ではなく、その教師の授業を見ることや指導技術、教育観などについて

説明してもらうことによって、経験年数の尐ない教師においても獲得で

きることも多いと考えられる。しかし、時間的な問題からそのような場

を設けるのが困難であることや、教師の年齢層の不均衡により、ベテラ

ンの教師の技術を継承する機会が尐なくなってきている。そして、今日

的問題として、小学校においては理科を苦手としている教師が増えてき

ているといったことも指摘されている。  
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２ 本研究の目的 

 

 以上の問題点をまとめると次のようになる。 

①指導案には表現されていない学級経営（たとえば発表の仕方、聞き方、

グループでの協力のあり方などの指導）についての教師の情報交流の

あり方 

②教師の教育観 

③授業研究について議論された内容の生かし方 

④ベテラン教師等の指導技術の継承 

以上のことについて、教師の指導計画や指導案だけでなく、具体的な

授業をＶＴＲによって視聴することによって、情報の交流や技術の継承

が行えるのではないかと考えた。 

つまり、理科を得意としている教師の指導技術を何らかの形で、蓄積、

整理し、検索していくことができれば、たとえば理科を得意としていな

い教師にも参考になると思われる。そこで、本研究では、理科を得意と

している小・中学校教師の授業を中心に、その指導技術を VTR に収める

ことを考えた。そして、各授業場面を短く編集整理し、それにかかわる

指導案を含めて検索し、視聴できる CD-ROM の開発を行うことを目的とし

た。 
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３ 教師の理科授業場面についての調査 

 

3.1 調査の目的 

 本調査においては、教師の指導を支援するためのビデオ収録にあたり、

理科の授業場面について、どのような場面の指導を困難に感じているか

を明らかにすることを目的とした。 

 これまでの教師の指導法については、第 3 回国際数学・理科教育調査

（TIMSS）において、小学校では、国際的にも教師の一斉指導が多いが、

日本では「児童がお互いに話し合いながら学級として一緒の学習をする」

が、国際平均より高いことが明らかにされている 4)。また、中学校では、

教師の一斉指導が 79％、生徒の話し合いが 19％であること、教師の支援

ありの個別学習やグループ学習は、国際平均よりも尐ないことが明らか

にされている 5)。 

教師においては、指導上得意としている事項もあれば、不得意として

いる事項もあると考えられる。清水 6)は、小・中学校の教師が指導上困

難に感じる事項について調査を行い、指導上困難と感じる原因について

分析を行っている。その結果、子どもの実態の把握不足、教材の内容に

ついての知識不足、観察・実験の技能の不足、指導力の不足、予備実験

や予備調査の不足などの原因を明らかにしている。 

また、飯田ら 7)は、教育学部の学生の指導上不安と感じる要素につい

て調査を行っている。その結果、時間的、空間的に巨大なスケールの内

容や観点を変化させる内容、また、教材の理解不足や知識不足などの要

素を明らかにしている。 

以上の研究においては、理科の学習内容についての指導上困難な点や、

理科における教師の一般的な技能、さらに、子どもの実態把握の困難な

点について明らかにしたものである。これらに対して、子どもの主体的

な問題解決における教師の指導のあり方を考えた場合に、問題解決に見

られる各授業場面において、教師が指導上困難と思う場面を明らかにし

ていくことが必要であると考えられる。 

そこで、本研究では、一連の問題解決における理科の授業場面につい
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て、教師が指導上困難と思う場面を明らかにすることを目的とした。 

 

3.2 調査方法 

（１）調査内容 

調査は、質問紙調査である。小学校においては、資料 3.1 に示したよ

うに、教員経験年数、理科授業の得意－不得意、現在の理科の担当など

の基本情報とともに、資料 3.1 に示した理科授業場面について、指導上

困難と思うかどうかを 5 段階で問うものである。中学校においては、資

料 3.2 に示したように教員経験年数、理科の運営や研究に関する教師の

基本情報とともに、小学校と同様、資料 3.2 に示した理科授業場面につ

いて、指導上困難と思うかどうかを問うものである。 

（２）調査対象 

調査は、小学校においては、石川県内の公立小学校の教師 90 人に郵

送もしくは手渡しを行った。中学校においては、石川県内の公立中学校

の理科教師 60 人に郵送もしくは手渡しを行った。その結果、小学校教師

69 人、中学校教師 44 人の回答を得ることができた。 

（３）分析方法 

 各問いについて、選択肢への回答の割合を求めることにより、教師の

基本情報と指導上困難な授業場面について明らかにした。また、理科授

業場面に対する回答について、クラスター分析を行い、指導の困難な授

業場面について分類を行った。この分析については、SPSS 12.0J for 

Windows を用いた。 
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資料 3.1 小学校教師に対して行った質問紙調査  

 

理科授業における指導に関する調査(小学校教師用) 

 

〔問１〕 先生の性別について、番号に○をお願いします。 
 

１．男性          ２．女性 

 

〔問２〕 教員経験年数について、あてはまる番号一つに○をお願いし

ます。（非常勤等の年数がある場合は、それを含めるかどうかの

判断はお任せします。実質的に考えられる年数でご判断くださ

い。） 
 

１ ．  ５ 年 未 満        ２ ．  ５ 年 か ら １ ０ 年 未 満       

３．  １０年から１５年未満   ４．  １５年から２０年未満     

５． ２０年以上 
 

※そのうち学校種が変わった場合、小学校（  ）年中学校（  ）年 

 
 

〔問３〕 理科の授業を得意とされているかどうか、当てはまる番号一

つに○をお願いします。 
 

１．ほとんど得意としていない    ２．あまり得意としていない      

３．どちらともいえない       ４．まあまあ得意としている     

５．かなり得意としている 

 

〔問４〕 これまでに、次のような経験があるかどうか、「はい」「いい

え」の番号の一つに○をお願いします。 
 

①TT で理科の授業を行ったことがある。・・ １．はい ２．いいえ 
      

 ②理科の専科的な立場で、複数のクラスを担当したことがある。・・・ 

１．はい ２．いいえ 
 

 ③理科室の管理責任者になったことがある。・・１．はい ２．いいえ 
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〔問５〕 現在、理科の授業をどのように担当していますか。当てはま

る番号に○をお願いします。（複数回答可） 
 

１．自分のクラスの授業のみ担当  

２．理科の専科的な立場で、複数のクラスを担当 

３．ＴＴで理科の授業を担当  

４．現在は理科の授業を担当していない。 

 

 

〔問 6〕 理科の授業場面で、次のような場面は指導が難しいですか易しいですか、

当てはまるものを一つ選び、番号に○をつけてください。 

番  項   目  

１
．
難
し
い 

２
．
や
や
難
し
い 

３
．
ど
ち
ら
で
も
な
い 

４
．
ま
あ
ま
あ
易
し
い 

５
．
易
し
い 

1 前時から本時への課題の連続性を保つこと。 1 2 3 4 5 

2 子どもに課題や学習のめあてをもたせること。 1 2 3 4 5 

3 子どもの考えを促すような発問をすること。 1 2 3 4 5 

4 子どもに質問をして、答えさせること。 1 2 3 4 5 

5 観察・実験の予想をさせること。 1 2 3 4 5 

6 予想やイメージ、考えなどをノートやプリントに書かせること。 1 2 3 4 5 

7 予想やイメージ、考えなどを発表させること。 1 2 3 4 5 

8 自分の予想を確かめる調べ方を考えさせること。 1 2 3 4 5 

9 観察・実験のめあてや目的をもたせること。 1 2 3 4 5 

10 観察・実験の方法について指導すること。 1 2 3 4 5 

11 観察・実験の安全指導をすること。 1 2 3 4 5 

12 飼育・栽培について指導すること。 1 2 3 4 5 

13 机間指導をしながら望ましい観察・実験になるよう指導すること。 1 2 3 4 5 

14 観察・実験の結果からわかることなどを考えさせること。 1 2 3 4 5 

15 
観察・実験の結果やかわったなどをノートやプリントに書かせるこ

と。 
1 2 3 4 5 

16 観察・実験の結果やそこからわかったことなどを発表させること。 1 2 3 4 5 

17 机間指導によって、子どもの考えや学習状況をつかむこと。 1 2 3 4 5 

18 机間指導によって、考えを書かせたり、助言をしたりすりこと。 1 2 3 4 5 
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19 子どもの反応を見て指導を変えること。 1 2 3 4 5 

20 
思ったことや考えたことをグループやクラス全体で話し合わせるこ

と。 
1 2 3 4 5 

21 積極的に発言させたり、意見交換を活発にさせたりすること。 1 2 3 4 5 

22 聞き手にわかりやすいような話し方や発表の仕方を指導すること。 1 2 3 4 5 

23 教師の説明や友達の発表などの聞き方について指導すること。 1 2 3 4 5 

24 
観察・実験の結果が予想と違っていたとき、その理由について考えさ

せること。 
1 2 3 4 5 

25 観察・実験の結果が子どもの間で異なるときに、それに対応すること。 1 2 3 4 5 

26 
同じ結果を得ても考察が子ども間で異なるとき、それに対応するこ

と。 
1 2 3 4 5 

27 子どもの考えや観察・実験の結果などを黒板にまとめること。 1 2 3 4 5 

28 黒板を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 

29 黒板に書いたり説明したりすることをノートに書かせること。 1 2 3 4 5 

30 教科書や資料を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 

31 演示実験などから説明すること。 1 2 3 4 5 

32 視聴覚機器を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 

33 子どもに黒板を使って説明させること。 1 2 3 4 5 

34 子どもに視聴覚機器などを用いて説明させること。 1 2 3 4 5 

35 学習の振り返りをさせたり、まとめさせたりすること。 1 2 3 4 5 

36 調べ活動として、資料やコンピュータを利用すること。 1 2 3 4 5 

37 学級園や校外の施設を利用して学習すること。 1 2 3 4 5 

 
 
 

〔問 7〕 上記以外で、理科の授業において、難しいと感じておられる

ことがありましたら、ご自由にご記入ください。 
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資料 3.2 中学校教師（理科）に対して行った質問紙調査  

 

理科授業における指導に関する調査（中学校版） 

 

〔問１〕 先生の性別について、番号に○をお願いします。 

 

１．男性          ２．女性 

 

〔問２〕 教員経験年数について、あてはまる番号一つに○をお願いし

ます。（非常勤等の年数がある場合は、それを含めるかどうかの判

断はお任せします。実質的に考えられる年数でご判断ください。） 

 

１． ５年未満  ２． ５年から１０年未満   

３． １０年から１５年未満     ４． １５年から２０年未満     

５． ２０年以上 

 

※そのうち学校種が変わった場合、小学校（  ）年  

中学校（  ）年  高等学校（  ）年 

 

 

〔問 3〕 次の事柄について、「はい」「いいえ」のあてはまる番号一つ

に○をお願いします。 

 

①TT で理科の授業を行ったことがある。・・・ １．はい ２．いいえ 

②理科室の管理責任者になったことがある。・・１．はい ２．いいえ 

③現在、勤務校における研究組織と異なる研究会や研究グループに所属

し、理科に関する研究を行っている（個人的に大学や教育研究機関

で行う研究も含む）。・・・・・・・・・・・ １．はい ２．いいえ 
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〔問 4〕 理科の授業場面で、次のような場面は指導が難しいですか易しいですか、

当てはまるものを一つ選び、番号に○をつけてください。 

番 項  目 

１
．
難
し
い 

２
．
や
や
難
し
い 

３
．
ど
ち
ら
で
も
な
い 

４
．
ま
あ
ま
あ
易
し
い 

５
．
易
し
い 

1 前時から本時への課題の連続性を保つこと。 1 2 3 4 5 

2 子どもに課題や学習のめあてをもたせること。 1 2 3 4 5 

3 子どもの考えを促すような発問をすること。 1 2 3 4 5 

4 子どもに質問をして、答えさせること。 1 2 3 4 5 

5 観察・実験の予想をさせること。 1 2 3 4 5 

6 予想やイメージ、考えなどをノートやプリントに書かせること。 1 2 3 4 5 

7 予想やイメージ、考えなどを発表させること。 1 2 3 4 5 

8 自分の予想を確かめる調べ方を考えさせること。 1 2 3 4 5 

9 観察・実験のめあてや目的をもたせること。 1 2 3 4 5 

10 観察・実験の方法について指導すること。 1 2 3 4 5 

11 観察・実験の安全指導をすること。 1 2 3 4 5 

12 飼育・栽培について指導すること。 1 2 3 4 5 

13 机間指導をしながら望ましい観察・実験になるよう指導すること。 1 2 3 4 5 

14 観察・実験の結果からわかることなどを考えさせること。 1 2 3 4 5 

15 
観察・実験の結果やかわったなどをノートやプリントに書かせるこ

と。 
1 2 3 4 5 

16 観察・実験の結果やそこからわかったことなどを発表させること。 1 2 3 4 5 

17 机間指導によって、子どもの考えや学習状況をつかむこと。 1 2 3 4 5 

18 机間指導によって、考えを書かせたり、助言をしたりすりこと。 1 2 3 4 5 

19 子どもの反応を見て指導を変えること。 1 2 3 4 5 

20 
思ったことや考えたことをグループやクラス全体で話し合わせるこ

と。 
1 2 3 4 5 

21 積極的に発言させたり、意見交換を活発にさせたりすること。 1 2 3 4 5 

22 聞き手にわかりやすいような話し方や発表の仕方を指導すること。 1 2 3 4 5 

23 教師の説明や友達の発表などの聞き方について指導すること。 1 2 3 4 5 

24 
観察・実験の結果が予想と違っていたとき、その理由について考えさ

せること。 
1 2 3 4 5 

25 観察・実験の結果が子どもの間で異なるときに、それに対応すること。 1 2 3 4 5 

26 
同じ結果を得ても考察が子ども間で異なるとき、それに対応するこ

と。 
1 2 3 4 5 

27 子どもの考えや観察・実験の結果などを黒板にまとめること。 1 2 3 4 5 

28 黒板を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 
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29 黒板に書いたり説明したりすることをノートに書かせること。 1 2 3 4 5 

30 教科書や資料を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 

31 演示実験などから説明すること。 1 2 3 4 5 

32 視聴覚機器を用いて説明すること。 1 2 3 4 5 

33 子どもに黒板を使って説明させること。 1 2 3 4 5 

34 子どもに視聴覚機器などを用いて説明させること。 1 2 3 4 5 

35 学習の振り返りをさせたり、まとめさせたりすること。 1 2 3 4 5 

36 調べ活動として、資料やコンピュータを利用すること。 1 2 3 4 5 

37 学級園や校外の施設を利用して学習すること。 1 2 3 4 5 

 
 

〔問 5〕 上記以外で、理科の授業において、難しいと感じておられる

ことがありましたら、ご自由にご記入ください。 
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3.3 調査結果  

（1）小学校教師の基本情報 

①)教員暦 

 分析の対象となった小学校教師は、図 3.1 に示したとおり、男性 32

人（46％）、女性 37 人（54％）、計 69 人である。教員経験年数は、図 3.2

に示したとおりである。15 年以上の教員経験のある教師が約 60％をしめ

る。 

図 3.1 調査対象の小学校教員の男女比  

 

図 3.2 教員の経験年数（小学校） 

 

 

52%

19%

10%

10%

9%

５年未満

5～10年

10～15年

15～20年

20年以上

46%54%

男性

女性

46% 54% 
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②理科授業の得意-不得意 

 理科授業場面の得意-不得意について、結果を示したのが図 3.3 である。

かなりあるいはまあまあ得意としている教師は、20％程度であり、ほと

んどあるいはあまり得意としていない教師は、45％である。 

図 3.3 理科授業の得意－不得意  

 

③これまでの経験 

授業形態や理科室の管理等の経験についての結果を示したのが図 3.4

である。TT の経験のある教員は 3 分の 1 であり、理科の専科としての担

当した経験のある教員は、4 分の 1 であった。また、理科室の管理責任

者について経験のある教員は 20％であった。 

67%

33%
ある

ない

 

図 3.4ａ TT で理科の授業の経験  

1% 1%

13%

32%

19%

34%

ほとんど得意としていない

あまり得意としていない

どちらともいえない

まあまあ得意としている

かなり得意としている

無回答
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25%

74%

1%

ある

ない

無回答

 

図 3.4ｂ 理科専科としての担当の経験  

1%

79%

20%

ある

ない

無回答

 

図 3.4ｃ 理科室の管理責任者の経験  

 

 

④現在の理科授業の担当 

現在の理科授業の担当について、結果を示したのが図 3.5 である。自

分のクラスを担当している教師は約半数である。理科を専科としている

教師と担当していない教師は、20％弱である。TT での担当は、約 10％で

ある。 



 17 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分のクラスの授業のみ担当

理科の専科的な立場で担当

ＴＴで理科の授業を担当

現在は担当していない

 

図 3.5 現在の理科授業の担当  

 

（2）中学校教師の基本情報 

①教員暦 

 分析の対象となった中学校教師は、図 3.6 に示したとおり、男性 34

人（77％）、女性 10 人（23％）、計 44 人である。教員経験年数は、図 3.7

に示したとおりである。15 年以上の教員経験のある教師が 3 分の 2 をし

めている。5 年未満の教師は 20％弱である。 

図 3.6 調査対象の中学校教員の男女比  

 

  

23%

77%

男性

女性
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25%

41%

9%

7%

18%

5年未満

5～10年

10～15年

15～20年

20年以上

 

図 3.7 教員の経験年数（中学校） 

 

②理科に関する運営や研究 

理科に関する運営や研究についての結果を示したのが図 3.8 である。

TT で理科の授業を行ったことがある教師は、64％であり、3 分の 2 の教

師が TT の授業を経験していた。理科室の管理責任者になったことがある

教師は 82％である。現在、勤務校における研究組織と異なる研究会や研

究グループに所属し、理科に関する研究を行っている（個人的に大学や

教育研究機関で行う研究も含む）教師は、34％であった。 

図 3.8ａ TT で理科の授業の経験  

 

34%

2%

64%

ある

なし

無回答
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18%

82%

ある

なし

 

図 3.8ｂ 理科室の管理責任者の経験  

 

66%

34%
ある

なし

 

図 3.8ｃ 研究会や研究グループでの研究  

 

（3）理科授業場面の指導に関する結果 

①選択度数の結果  

小学校教師および中学校教師の各項目に対する回答について、選択肢

への回答度数を求め、グラフに示したのが図 3.9と図 3.10である。なお、

各項目の内容は略して示した（以下、同様）。図 3.9 より、小学校教師に

おいて、指導が「難しい」と「やや難しい」を合わせて 50％超える授業

場面は、「8 調べ方の考案」、「19 子どもに対応した指導の変更」、「21 発

言や意見交換の活発化」、「22 話し方や発表に仕方の指導」、「24 結果が予
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想と違うときの理由の考案」、「34 子どもの視聴覚機器の利用」である。

一方、指導が「易しい」と「まあまあ易しい」を合わせて 50％超える授

業場面は、「10 観察・実験の方法の指導」、「11 観察・実験の安全指導」、

「28 黒板を用いた説明」、「29 板書のノートへの記入」、「30 教科書や資

料による説明」、「31 演示実験による説明」である。 

図 3.10 より、中学校教師において、指導が「難しい」と「やや難し

い」を合わせて 50％超える授業場面は、「7 考えなどの発表」、「8 調べ方

の考案」、「12 飼育・栽培の指導」、「20 グループやクラス全体の話し合い」、

「21 発言や意見交換の活発化」、「33 子どもの黒板の利用」、「34 子ども

の視聴覚機器の利用」、「37 施設の利用」である。一方、指導が「易しい」

と「まあまあ易しい」を合わせて 50％超える授業場面は、「10 観察・実

験の方法の指導」、「11 観察・実験の安全指導」、「13 観察・実験時の机間

指導」、「27 考えや結果の黒板によるまとめ」、「28 黒板を用いた説明」、

「29 板書のノートへの記入」、「30 教科書や資料による説明」、「31 演示

実験による説明」、「32 視聴覚機器の利用」である。 

以上のことから、小学校、中学校ともに、発言や意見交換を活発にす

ることや子どもの視聴覚機器の利用の学習場面は指導が難しく、また、

発表や話し合い、考えや理由の考案の授業場面の指導を難しいと感じて

いる。さらに小学校では、子どもに対応した指導の変更を難しいと感じ、

中学校においては、飼育栽培や施設の利用、子どもの黒板の利用の指導

を難しいと感じている。 

一方、指導を易しく感じる授業場面は、小学校、中学校ともに、演示

実験や教科書、黒板による説明、実験方法や安全の指導、結果や考察の

記入や板書の記入の授業場面である。さらに、中学校においては、観察・

実験時の机間指導や黒板によるまとめ、教師の視聴覚機器の利用の授業

場面の指導を易しく感じている。 

以上のように、両校種とも共通してコミュニケーションに関する授業

場面、考察や考案などの子どもに思考させる授業場面、また、子どもが

視聴覚機器を利用する授業場面の指導を難しいと感じている。 
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図 3.9 小学校教師の理科授業場面についての回答結果  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１課題の連続性

２学習のめあて

３考えを促す発問

４質問への回答

５観察・実験の予想

６考えなどの記入

７考えなどの発表

８調べ方の考案

９観察・実験のめあて

１０観察・実験の方法の指導

１１観察・実験の安全指導

１２飼育・栽培の指導

１３観察・実験時の机間指導

１４観察・実験からの考察

１５観察・実験結果、考察の記入

１６観察・実験結果、考察の発表

１７机間指導による学習状況の把握

１８机間指導による助言

１９子どもに対応した指導の変更

２０グループやクラス全体の話し合い

２１発言や意見交換の活発化

２２話し方や発表の仕方の指導

２３話や発表の聞き方の指導

２４結果が予想と違うときの理由の考察

２５観察・実験の結果の違いの対応

２６子どもの考えの違いの対応

２７考えや結果の黒板によるまとめ

２８黒板を用いた説明

２９板書のノートへの記入

３０教科書や資料による説明

３１演示実験による説明

３２視聴覚機器の利用

３３子どもの黒板の利用

３４子どもの視聴覚機器の利用

３５学習の振り返りやまとめ

３６資料やコンピュータの利用

３７施設の利用

難しい やや難しい どちらでもない まあまあ易しい 易しい 無回答
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図 3.10 中学校教師の理科授業場面についての回答結果  

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１課題の連続性

２学習のめあて

３考えを促す発問

４質問への回答

５観察・実験の予想

６考えなどの記入

７考えなどの発表

８調べ方の考案

９観察・実験のめあて

１０観察・実験の方法の指導

１１観察・実験の安全指導

１２飼育・栽培の指導

１３観察・実験時の机間指導

１４観察・実験からの考察

１５観察・実験結果、考察の記入

１６観察・実験結果、考察の発表

１７机間指導による学習状況の把握

１８机間指導による助言

１９子どもに対応した指導の変更

２０グループやクラス全体の話し合い

２１発言や意見交換の活発化

２２話し方や発表の仕方の指導

２３話や発表の聞き方の指導

２４結果が予想と違うときの理由の考察

２５観察・実験の結果の違いの対応

２６子どもの考えの違いの対応

２７考えや結果の黒板によるまとめ

２８黒板を用いた説明

２９板書のノートへの記入

３０教科書や資料による説明

３１演示実験による説明

３２視聴覚機器の利用

３３子どもの黒板の利用

３４子どもの視聴覚機器の利用

３５学習の振り返りやまとめ

３６資料やコンピュータの利用

３７施設の利用

難しい やや難しい どちらでもない まあまあ易しい 易しい 無回答
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②自由記述の結果 

 小学校、中学校の教員の理科の授業において難しいと感じることの自

由記述の回答について、いくつかのカテゴリーに分類し整理した。その

結果を資料 3.3 と資料 3.4 に示した。 

 小学校においては、実験などの準備に対する時間の不足についての指

摘が多かった。小学校においては、すべての教科の学習があるため中学

校のように専科と異なり、準備のための時間が十分に取れないと考えら

れる。また、最近の子どもの好奇心や、思考についての実態に関するこ

と、指導法に関すること、内容の時期や時間的問題などの指導計画につ

いて、難しいと感じることの指摘があった。 

 一方、中学校においては、小学校で習得しておいてほしい計算力や科

学的思考といった基礎的な学力に関すること、授業に臨む姿勢などの学

習態度、子どもの認識として特に地学的な領域での認識に関することな

どについて、難しいと感じることの指摘があった。 

 

資料 3.3 小学校教員の理科の授業において難しいと感じることの自由記述の結果 

＜準備に関すること＞  

・他の教科に比べ事前準備等で時間が必要なことが、ともすると難しさにつな

がると感じるのかもしれません。  

・準備がもっともかかるのに短時間しかないこと。評価が個に応じた支援にま

でむすびついてないこと。前学年までの基本的な技術がついてないこと。  

・準備に時間がかかること。グループ別でいろいろな実験を考えさせ、実際さ

せること。  

・これまでずっと理科専科の先生のいる学校に勤務してきたので昨年度から今

年にかけて初めて高学年の理科を教えることになった。教材研究、そして準

備、時には予備実験・・・なかなかつらい思いをしています。理科室の整備、

実験用具の充実がたいへん。  

・実験準備や予備実験の時間の確保が大変です。  

・持ち時間の関係で他クラスの社会科を持ったりして理科をもつことが尐ない

（ほとんどない）ので想像でしか書けず、あいまいになりました。質問も大

変難しいので参考にならないときは捨ててください。一番理科の学習で難し

いのは実験や授業の準備をする時間がないことです。学校の中にゆとりがあ

れば・・・と願っています。  

・学校現場が多忙化しており、十分な時間がとれないため、予備実験や準備の
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時間を確保するのが困難になっている。  

・事前の準備（実験）。実験用具の不足があった場合、代用となるものを考え

たりすること。担任だけの授業なので、児童が実験器具をわってしまった時

などそれに対応していると、授業時間が足りなくなってくる。  

＜子どもの実態＞  

・いろいろな事象に対して好奇心が感じられない。感動がない。  

・反射神経的に深く考えず○をしました。よろしくお願いします。子どもの不

思議を手がかりに授業を展開してゆきたくは思うのですがなかなか・・であ

ります。  

・子どもがやりたいと思う実験（たしかめの）を予測し準備しておいても子ど

もの意識がそこへ流れなかったり、違うことを言い出して実験器具が準備で

きなかった。理屈と実験が必ずしも一致しない。例えば、中和やつりあわせ

ることはほんの一点で目に見えない（うまくいかない）ことが多い。  

・近頃では“考える”ということをしたがらない子が多く、とくに理科などは

はじめから「わからんし」「むずかいしいもん」と考える楽しさを放棄して

しまう場面が多い。“まじめ”に取り組むことがよしとされない子たちが、

しっかり話を聞かずに実験装置をさわってこわしたり、危険な行為になるこ

とがあり、はらはらすることがある。理科は複雑で授業に対応していかなけ

れば、と痛切に感じる。  

＜指導法＞  

・「～せる」「させる」といった使役の助動詞を使う授業はやさしい。しかし主

体的な学習者として自立し自律した子に育てたいと考えるならば、指示（命

令？）で子どもを動かし説明する授業は避けたい。子どもから「はっきりさ

せたい」「話し合いたい」「ノートに書きたい」という声が上がる授業が望ま

しいが・・・。難しいんですこれが！  

・物質の変化や直接体験できないものは想像をさせるしかないので、それをい

かに実感に結びつけるか。知・理をいかにつめこむかという意識がまだ教師

にある。子どもにどんな学力をつけたいのかを明確にして授業にすること。 

・実験結果を発表させたり、筋道を立てて発表させること「～だから・・だ」

のような説明のさせ方が難しい。子どもたちはすぐ結果に目が行って「・・

になった」のような部分しか発表できないような気がします。（これも私の

指導のいたらなさに原因があると思うのですが・・・）  

＜指導計画＞  

・後期になって授業が週２回となったため、休みをはさんで実験と、実験後の

まとめをすることが増えた。子どもたちに前の時間したことを思い出させた

り、結果からわかることを考えさせることが難しくなった。（そのため実験

を早めに終わらせ、その時間にまとめをするようにしている。実験を２回に

分けるなどしている。  

・指導内容が時期的にあわず、実験・観察ができないことが。（計画をしっか
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りすればいいんでしょうが）  

・学級担任をしていない場合、飼育栽培の継続的な観察や世話が難しい（学習

意欲）・天候や気象条件によって学習内容が変わる学習。  

＜指導力＞  

・実験結果と教科書とが微妙に違うとき。子どもの突発的な質問にすぐ答えら

れないのが悲しい。  

＜理科室の経営＞  

・理科準備室の備品の整理整頓。  

・理科室の備品をチェックすること（理科についてその学習過程に通じていな

いと必要なものがわからない）。不思議をみつけ自らの課題として取り組ま

せること。  

・経験が尐ないため、実験結果が予想と異なった場合の対処の仕方が難しい。

特に予備実験と異なった場合など  

＜その他＞  

・理科に限らないものと専門的という先入観のあるもの。  

 

 

資料 3.4 中学校教員の理科の授業において難しいと感じることの自由記述の結果 

＜子どもの基礎的な能力＞  

・生徒の理論的思考力、科学的思考力の向上、科学的計算力の向上など。  

・小学校で基本的なことが充分に身についていないために指導に時間がかかる

こと。  

・基本的な計算ができない子どもが増えてきているので、計算を伴う単元では

進みづらい。  

・文章を読むこと、書くことができないため、理科教育以前の問題でつまづい

ている生徒の指導が難しい。  

・計算力、知識（雑学も）が不足している生徒が増えている。授業が進めにく

いことがある。  

＜子どもの学習態度＞  

・学校や生徒の雰囲気によって違うかもしれませんが、授業規律そのものが守

れない子が多い場合、実験を安全に行わせることが非常に難しく、場合によ

っては実験を行わず、説明だけで終えてしまうことがあります。小学校でも

危ないため（生徒の行動が）理科室を使えなかったなどの話を聞いたりする

と、体験的な活動を授業に取り込みたい思いと、それをさせると危険な実状

にジレンマを感じます。  

・話を聞かせることが難しい生徒がふえてきているのがつらいです。家庭学習

を全くしない生徒への対応も難しいです。  

＜子どもの認識＞  
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・わかりやすい説明。特にイメージしにくい天体の分野など。  

・天文分野などで代表される観察・実験がむずかしい場合の単元。  

・空間（地学・地層）のイメージを持たせたり、視点移動をするような場面   

（天体単元など）  

・主に地学分野での観察・実験がやりにくい。天体の単元での視点を変えての

空間的認識が難しい。  

・自然現象をしっかりとイメージさせること。  

＜授業計画＞  

・本時における時間配分が予定通り実施できず、まとめまで終わらない場合が

ある。  

・実験の準備・後始末を生徒の手を借りる形で短時間でできるようにするか。 

＜その他＞  

・中学校で内発的動機だけの授業をする場合は、教科担任と子ども達との人間

関係、子ども達同士の人間関係（クラス経営）で決まると思う。  

・上記の質問に答えるのが難しかったです。学習内容によって大きく異なりま

すので。  

 

③クラスター分析による結果 

各授業場面に対する指導の難しさについて、各校種においてクラスタ

ー分析を行い、授業場面のグループ化を試みた。比較的まとまりのよい

クラスターを得ることを考え、Ward 法を用いた 8)。分析の結果、得られ

た樹形図を示したのが、図 3.11 と図 3.12 である。 

図 3.11 より、小学校教師については、大きく A、B、C の 3 つのクラ

スターが認められた。各クラスターの内容は、下位のクラスターを含め

て以下のようになる。なお、図 3.11 においては、一部、解釈の困難な項

目を省いている（項目番号 12、32）。 

・A1：説明と板書と記入 

・A2：観察・実験の計画と準備 

・B1：話し合いとその方法 

・B2：考えの違いへの対応 

・B3：考えの促進 

・C1：内的な対話とその方法 

・C2：机間指導 
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・C3：教具や教育機器、施設の利用 

・C4：授業の目的とつながり 

・C5：観察・実験と考察と考案 

つまり、A：説明と板書と記入および観察・実験の計画、B：考えの交

流とその方法および考えの深化、C：学びの指導および観察・実験と考察

である。 

図 3.12 より、中学校教師については、大きく A、B、C の 3 つのクラ

スターが認められた。各クラスターの内容は、下位のクラスターを含め

て以下のようになる。なお、図 3.12 においては、一部、解釈の困難な項

目を省いている（項目番号 6）。 

・A1：コミュニケーションの方法と活性化 

・A2：調べ方と野外施設の利用 

・A3：考えの促進と交流 

・B1：説明と板書と記入 

・C1：考えの表現とその方法 

・C2：机間指導 

・C3：観察・実験 

・C4：個への対応と授業のつながり 

つまり、A：考えの促進と深化およびその方法、B：説明と板書と記入、

C：学びの指導と観察・実験および授業展開である。 
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図 3.11 小学校の理科授業場面に関する樹形図  
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図 3.12 中学校の理科授業場面に関する樹形図  
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3.4 考 察 

本調査は、小学校の教師および中学校の理科教師を対象に行った。両

校種の教師とも、指導において共通して難しく感じる授業場面は、話し

合いや発表の仕方などのコミュニケーションに関する授業場面、考察や

考案などの子どもに思考させる授業場面、子どもに視聴覚機器を利用さ

せる授業場面であった。また、同じく両校種の教師とも、説明や記入を

する授業場面、実験方法の説明や安全指導の授業場面は、指導を易しい

と感じていた。つまり、指導が難しい授業場面は、考えさせることやコ

ミュニケーションさせる授業場面である。一方、指導が易しい授業場面

は、説明や解説といった知識の伝達的な授業場面である。 

両校種の教師において、指導の難しい授業場面と指導の易しい授業場

面が共通しているということは、指導の難しさの要因は、教師の理科の

内容の理解や理科の得意、不得意とは関係していないことが考えられる。 

クラスター分析より、両校種とも共通して、「考えの促進と深化およびそ

の方法」のクラスターが認められた。一方、異なる点として、中学校で

は、「説明と板書と記入」のクラスターが、他のクラスターとは独立して

いることが認められた。小学校では、「観察・実験と考察」が同じクラス

ターを構成していた。このことは、小学校と中学校の指導観の違いによ

るものではないかと考えられる。すなわち、中学校では、説明や板書で

指導を行うという側面があり、小学校では、観察・実験を行って考察す

るといった側面があると考えられる。 
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４ 授業支援システムの開発 

 

4.1 概要 

 授業支援システムは、理科を得意とする小学校、中学校の教師の授業

を VTR に収録し、教師の必要とする指導場面ごとに短く編集整理し、そ

の具体的授業場面とそれにかかわる指導案を検索し、視聴できるように

した CD-ROM である。これにより、授業において、子どもに対する支援を

どのようしていけばよいのかといったことに対して、教師がそれにかか

わる場面を検索し、具体例をヒントに授業を行えるようにしたものであ

る。なお、CD-ROM に収められている授業は、小学校の理科授業を中心に

している。 

 

4.2 開発の視点 

収録した授業は、おもに１時間分の授業である。CD-ROM については、

その授業が全て収録されているのではなく、ポイントとなる部分を抽出

して編集したかたちをとっている。また、視聴しやすいように１場面の

ビデオについて、３分くらいを基準として編集を行った。場面を検索す

るために、次のカテゴリーによって検索できるように考えた。 

一つ目は、各学年の単元からビデオを検索し、その授業を時間的順序

によって視聴できるものである。これによって、授業展開を把握しやす

いように考えた。 

二つ目は、課題設定、予想、観察・実験、結果の考察といった一連の

問題解決の展開場面から、ビデオを検索できるものである。これによっ

て、問題解決場面での指導のあり方について参考にしていけるように考

えた。 

三つ目は、コミュニケーション、机間指導、観察・実験、表現活動 、

教育機器の活用、教師の説明、設備や施設の利用、評価といった観点か

ら、必要な指導場面のビデオを検索できるものである。これは、教師に

対する授業場面の意識調査を参考に、指導が難しいとされる、考えたり

コミュニケーションをしたりする場面などを考慮して検索できるように
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考えた。 

 

4.3 開発の手順 

 ビデオ作成については、次のような手順で行った。まず、授業者にビ

デオ撮影を依頼し、本時の指導案を作成していただいた。その指導案に

もとづき、おもに教師の支援のあり方を中心に撮影を行った。  

 撮影したビデオについて、重要なポイントとなる場面の前後を含めて

コンピュータに取り込んだ。ビデオ編集ソフトを用いて、ポイントとな

る場面を抽出するとともに、子どもが特定される部分については、映像

の加工を行った。この編集に際して用いたソフトは、 Adobe 社の

Premiere である。  

このように抽出し編集した授業場面について、「4.2 開発の視点」に示

した観点で、検索できるようにした。詳細は、「4.6 内容」に示したとお

りである。中学校の授業については、単元からビデオを検索し、その授

業を時間的順序によって視聴できるものと、観察・実験例を視聴できる

もののみを作成した。 

 

4.4 動作環境および起動の仕方 

①ＣＤが利用できるコンピュータ 

直接 CD-ROM へアクセスする方法を用いているため、直接 CD が利

用できるコンピュータを利用すること。  

②Windows の Media Player  

内容はホームページ形式で作成しおり、ビデオは Windows の Media 

Player でみる形式になっている。Windows 以外では動作しない場合があ

る。また、古い Media Player のバージョンでは動作しない場合があり、

その場合は、新しいものに更新する必要がある。 

③起動の仕方  

CD-ROM を入れれば自動的に起動し、メニュー画面が出るようになっ

ている。自動的に起動しない場合は、CD-ROM の中の「 index.htm」の

ファイルをクリックすればメニュー画面が出るようになっている。  
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④警告がでた場合  

Windows の Internet Explorer を利用する場合、ビデオのページでは、

「セキュリティ保護のためコンピュータにアクセスできるアクティブコ

ンテンツが表示されないよう制限されている」等の警告が出る場合があ

る。その場合は、警告文をクリックし、「ブロックされているコンテンツ

を許可」を選択するとビデオを見ることができる。  

 

4.5 利用上の留意点 

CD-ROM の中の授業映像は、授業者の好意により公開しているもので

ある。教育上の目的以外には利用しないよう留意していただきたい。ま

た、教育関係者以外には譲渡するようなことがないよう配慮願いたい。 

授業の状況をみるためにも子どもの表情は重要なポイントになるが、

プライバシーの関係上、個人が特定されないように画像処理を行ってい

る。また、ＣＤにはコピーに対するプロテクトがかかっており、コンピ

ュータのハードディスク等にコピーできないとともに複製できないよう

になっている。ＣＤから直接利用する必要がある。  
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4.6 内容 

（1）メニュー画面 

 コンピュータに CD-ROM を入れれば自動的に起動し、図 4.1 に示したメ

ニュー画面が出るようになっている。自動的に起動しない場合は、CD-ROM

中の「 index.htm」のファイルをクリックする。  

 

 メニューの内容は５つあり、それぞれを選択した内容は次のようにな

っている。  

(1)「各単元からビデオの検索」  

このメニューを選択すると、図 4.2 に示したように、小学校の学年と

A から C の内容区分された単元名の一覧が示され、そこからビデオを検

索できるようになっている。この単元名を選択すると、図 4.3 に示した

ように、授業が、時間的順序で配列された形で示される。ビデオを順番

に見ていくことにより、授業展開を理解することができる。また、その

授業において、参考にしたいところのみを選択して見るといった活用も

考えられる。 

図 4.1 メニュー画面  
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                                 ※実際の画面とは一部異なっている 

図 4.2 各単元からのビデオ検索  

 

 

図 4.3a 単元を選択した場合のメニュー 
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図 4.3b 単元を選択した場合のメニュー 

 

図 4.4 ビデオの画面  
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たとえば、図 4.3ｂの「3」の「ビデオへ」の三角のロゴをクリックす

ると、図 4.4 のように映像とその場面の解説が示され、ビデオを視聴で

きる。また、図 4.3 の各単元のメニューにおいては、「指導案」をクリッ

クすることによって、その授業に関わる単元構成や指導案をみることが

できる。  

(2)「問題解決の場面からのビデオ検索」  

このメニューを選択すると、図 4.5 に示したように、課題設定、予想、

観察・実験、結果・考察といった一連の問題解決の流れから、ビデオを

検索できるようになっている。 

図 4.5 のメニューでは、各学年の単元名が示されているが、その単元

の授業の中で、問題解決の観点から特に参考になるものを抽出している。

この単元名をクリックすると、図 4.4 のように、その学習場面のビデオ

を見ることができる。 

                             ※実際の画面とは一部異なっている 

図 4.5 問題解決の場面からビデオ検索  

 

(3)「各指導場面からビデオの検索」  

このメニューを選択すると、図 4.6 に示したように、コミュニケーシ

ョン、机間指導、観察・実験、表現活動 、教育機器の活用、教師の説明、
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設備や施設の利用、評価といった観点から、特に参考になる授業場面を

検索できるようになっている。単元名をクリックすると、図 4.4 のよう

に、学習場面のビデオを見ることができる。 

                                ※実際の画面とは一部異なっている 

図 4.6 各指導場面からのビデオ検索  

これらの場面において、 

 

(4)「単元構成と学習指導案の検索」  

 このメニューを選択すると、図 4.7 に示したように、各学年と A から

C の内容区分された単元名の一覧が示され、そこから収録された授業の

指導 
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                      ※実際の画面とは一部異なっている 

図 4.7 単元構成と学習指導案の検索  

 

案の検索ができるようになっている。授業によっては収録した授業の本

時の指導案のみの場合もあるが、単元の指導計画を含めている。 

 次に示したのが、検索した場合の指導計画と本時の指導案の一例であ

る。 
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＜指導案の例＞ 
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(5)「中学校版の検索」  

このメニューを選択すると、図 4.8 に示したように、単元からビデオを

検索し、その授業を時間的順序によって視聴できるものと観察・実験例

を視聴できるメニューが出る。 

 これらについては、中学校教師に参考にしていただくことも考えられ

るが、小学校教師に中学校の理科の学習について、見てもらい参考にし

てもらうことを意図している。 

 

図 4.8 中学校版の検索  
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 4.7 利用方法 

 本 CD-ROM の活用については、まず、各単元における検索から、本時の

授業を時間的順序で視聴することにより、授業展開を参考にすることが

できる。また、展開のあり方、展開に即した教師の指導のあり方につい

て、議論することにより、よりよい展開や指導方法について検討できる

ものと思われる。 

問題解決の場面、各授業場面のからの検索については、各場面での指

導のあり方について参考にすることができると思われる。 

 

以上のように本研究における CD-ROM については、あまり理科を得意

としていない教師に対して、指導の参考資料としての活用ができる。ま

た、理科の授業について深めようとしている教師に対しては、本授業の

内容をたたき台のような形で利用し、議論を深めていくことができると

思われる。 
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５ 今後の課題  

 

 本研究においては、理科の授業場面を抽出し、ホームページ形式で検

索できる CD-ROM によるビデオ教材の開発を行った。今後、さらに、収録

ビデオの内容を増やすことが考えられる。 

 また、本ビデオ教材作成に際しては、ベテランの教師の意見も取り入

れたが、作り上げたものは情報として一方向のものである。それをもと

に、さらによい授業といった議論を深めるためには、双方向性をもつ必

要があると考える。このような議論については、学校週５日制になり、

校内における研究授業や学校の枠を超えた研究グループにおける授業検

討会などの時間がとりにくくなっている。 

 この解決策として、研究協力者である小・中学校のベテラン教師の理

科授業を収録編集し、その教師や研究グループのメンバーに対してＷｅ

ｂ上で授業ビデオを公開することが考えられる。そして、それを見るこ

とによって議論を深め、指導上参考になる点を明確にした上で、一般の

教師に公開していく方法が考えられる。その際には、ビデオに撮影され

ている子どものプライバシー保護のために、特定の許可を得た教師にし

か視聴できない方法をとる必要がある。 

 Ｗｅｂ活用における授業ビデオの視聴に当たっては、各学校において

LAN などが整ってきているため、各学校において授業ビデオを見ること

ができる。また、教師個人においても、ADSL などのブロードバンドを活

用し、自宅からビデオを視聴できる教師が多いため、視聴は可能になっ

ているといえる。 

 このことにより、以下の効果が期待できる。 

・ベテランの教師の指導技術を一般の教師に継承し広めることができる。 

・ベテランの教師を含めて、お互いの授業を検討することにより、より

よい授業について議論できる。 

・時間的、空間的に制約を受け十分に研究できなかった教師に対して、

研究意欲を高めることができる。 

 手順としては以下のことが考えられる。 
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①理科授業の収録と編集 

 研究協力者の教師の理科授業について収録を行う。その際、単元構成

や指導案、必要に応じて子どもがワークシートなどに記入したものを得

る。授業ビデオについては、観察、実験の準備等、その他時間的に短縮

できる部分をカットし編集を行う。これは、視聴する教師の負担を減ら

すことを目的とする。 

②サーバーの設定とアクセスの制御 

 編集したビデオについて、Ｗｅｂサーバーにおく。その際、研究協力

者の教師には、Ｗｅｂにアクセスするためのパスワードの登録、研究協

力者がアクセスするコンピュータの MAC アドレスの登録といったことを

行い、部外者からの不正なアクセスによりビデオが流出しないようにす

る。 

③議論 

視聴したビデオに対するコメントについて、Ｗｅｂ上の掲示板等によ

る書き込みを行う方法が考えられる。この書式については授業評価の観

点別などで行うことも考えられる。また、掲示板に記録された内容をカ

テゴリーごとに整理したものを掲示することが考えられる。 

④他の教師への一般公開についての検討 

研究協力者以外の学校の教師や大学の研究者に対して、関係者である

ことを確認の上、パスワードの発行およびアクセスするコンピュータの

MAC アドレスの登録を行う。この公開するビデオについては、子どもに

対しては、画像処理、音声処理を行い個人が特定されないようにする。 

 

以上の改善案を含めて、今後検討していきたいと考えている。 
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